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【内容要旨】（１，２００字以内） 

 
背景：切除不能悪性胆道狭窄に対して自己拡張型金属ステントを用いた内視鏡的胆管ステ

ント留置術が標準治療となっているが、平均 8-10か月でステント閉塞を来たし、その閉塞

機序の組織学的検討はなされていない。また、近年の化学療法の発展に伴いステント長期

留置例が増加しているが、その組織学的影響は分かっていない。本研究では、胆管金属ス

テントの閉塞機序と留置に伴う組織学的検討を行った。また、当大学で開発された新規ポ

リマーコーティングステントについても併せて報告する。 

方法：経口的に内視鏡を用いて、ミニブタ胆管内にアンカバードステント（n=1）、カバー

ドステント（n=2）、新規ポリマーコーティングステント（n=10）を留置した。また、ステ

ントを留置しないコントロールも 1例準備した。飼育期間は 1か月、3か月、6か月とし、

各飼育期間における胆管や肝臓の炎症細胞浸潤や線維化の程度につき病理学的に 5段階評

価した。また、経時的な炎症反応や栄養状態、肝機能や腎機能を血液生化学検査にて評価

した。 

結果：アンカバードステント（n=1）は 21日目に閉塞性黄疸となり解剖、胆管病理ではス

テントが増生した胆管壁内に埋伏し、壁内には炎症細胞浸潤と線維化を認めた。カバード

ステント 6か月飼育群では 2例とも胆管ステント内腔に胆泥が充満し、ステントと胆管の

空隙内に多量の細菌塊を認めた。新規ポリマーコーティングステントでは、3例がステン

ト逸脱等で除外されたが、解析対象 7例では経時的な血液生化学検査でステント留置前と

比較して明らかな増悪所見なく、病理学的評価で胆管及び肝臓に中等度以上の炎症細胞浸

潤や線維化を認めなかった。新規ポリマーコーティングステントの 6か月飼育群とカバー

ドステントの 6か月飼育群を合わせた留置群（n=5）においても病理学的評価で胆管及び肝

臓に中等度以上の炎症細胞浸潤や線維化を認めなかった。 

結論：本研究では、ミニブタ胆管に自己拡張型金属ステントを留置することによって、金

属ステント閉塞機序に関連する組織学的所見、新規ポリマーコーティングステントの生体

安全性、カバードステント留置における生体安全性を初めて明らかにした。 
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